
（別紙３）

～ 2026年　1月　10日

（対象者数） 14名 （回答者数）
10名

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 8名 （回答者数）
8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後は、事業所内での成長の様子（感覚遊びでの反応や、お

友達とのやり取りの深化など）を、より専門的な見地から分

かりやすく保護者様へフィードバックする体制を強化し、ご

家庭での関わりへのヒントとなる情報の充実を図ります。

2

手厚い人員配置を活かし、お子様同士の小さなトラブルや関

わりの瞬間を逃さず、その場で適切な『言葉の掛け方』や

『気持ちの整理』を学べる機会をさらに増やしてまいりま

す。

3

作業療法士と保育士が連携し、専門的な視点から『社会性ス

キルトレーニング（SST）』を実践している点が当事業所の

最大の強みです。ADHD等の特性により、気持ちと行動がう

まく噛み合わないお子様や、自発的な関わりが苦手なお子様

に対し、身体面（感覚統合）と心理面の両方からアプローチ

しています。

多職種による多角的な分析： 作業療法士が「感覚・動作」の

視点から、保育士が「心理・集団生活」の視点からお子様を

観察し、行動の裏にある理由を分析した上で、最適な声掛け

や介入方法を全スタッフで共有しています。

○事業所名 moop

○保護者評価実施期間
2025年　12月　15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　1月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

児童3～5名に対し職員3名を配置するという非常に手厚い体

制を整えており、一人ひとりの微細な感情の変化やコミュニ

ケーションの介入に、即座かつ丁寧に対応できる環境を実現

しています。

濃密な関わりを支える人員体制： スタッフが常にお子様のそ

ばで見守り、行動が思いと裏腹になってしまった際も、否定

せず「本当はどうしたかったのか」を一緒に言語化する、安

心感に満ちた丁寧な寄り添いを徹底しています。

事業所における自己評価総括表公表


